
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

広島市家庭教育支援チーム 

 （呼称：ふわりん 子育て 短歌教室） 

  

 

②活動拠点 

広島市西区 

（コジマホールディングス西区民文化センター・広島倫理会館・三篠公民館・

西区児童館） 

③活動範囲 広島市全域 

④組織体制 

 

  1４ 人 

短歌講師４人、文化チーフ１人、文化支苑長 3 人 

生活倫理相談士 6 人 

 

⑤活動開始年度 平成６年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

〒733-0012 広島県広島市西区中広町 3-24-16 広島倫理会館内 

（TEL）082-942-1375   （E-mail）kateirinri-hiroshimashi@outlook.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（児童館での短歌教室開催） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☐乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

 ふわりん子育て短歌教室では短歌によって子供達の健全育成と和やかな

家庭作りをすすめ、地域の生涯学習活動に貢献することを願って、「短歌授

業」をご要望に応じて児童館などで開催しております。 

 また、授業で作った短歌作品は一般社団法人倫理研究所が主催する「第

21 回しきなみ子供短歌コンクール」に応募しました。 

 

   

短歌づくりの説明（文字の数を音で数える）  短歌づくりの様子     作った短歌を発表 

 

 令和８年６月に子育て中の保護者を対象に 「子育て短歌日記づくり」 を

開催します。子育てに対する自分の心を歌うことにより、子育てをじっと見つ

め、「感動」を掬いあげていきます。子育ての悩みがあれば生活倫理相談士

がサポートします。 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

子供たちの作った短歌を、「もりのくまさん」のメロディにのせて、みんなで

歌うと子供たちも大喜びでした。歌うことで短歌に親しみをもってもらうことが

できました。 

短歌作りによって子供達の国語力が培われ、家族や友達を思いやる心

が深まり、お友達関係が和やかになるなど、大きな反響をいただきました。 

先生方から、「貴重な体験をさせていただきました。今後はこの体験を百

人一首にも繋げていきたいです」と感想をいただきました。 

また、短歌教室に参加した子供たちの中から１３人が「第 21 回しきなみ子

供短歌コンクール」に応募しました。 

残念ながら、入賞はありませんでしたが、次回もまたチャレンジしてもらい

たいです。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （主催の家庭倫理の会広島市より予算をいただき開催しております） 

 




